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１ はじめに ～三つの指定管理事業～ 

  社会福祉法人川崎市社会福祉協議会（「以下「本会」又は「市社協」）では、川崎市総合福祉

センター条例等に基づき、平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで、指定管理者とし

て川崎市総合福祉センター（以下「センター」）の管理運営を行いました。 

  なお、本会は、「地域共生社会」の実現、「地域包括ケアシステム」の構築、「防災と災害支援」

の強化に向け、財政の健全化を図るとともに、全市レベルの視点でのガバナンスを確保するた

めに実施する市社協と区社協の法人合併による新体制での、地域福祉の更なる推進を検討して

まいりました。指定管理事業におきましては、このような改革の中、令和元年度（平成３１年

４月１日から令和２年３月３１日）は、第３期指定管理の４年目にあたり、センターの指定管

理事業の一層の充実とより利用しやすい施設の管理運営を目指して、次の三つの指定管理事業

に取組みました。 

 

(1)「地域福祉情報バンク事業」については、総合相談事業として、健康・医療・生活・福祉に関

する様々な相談が寄せられました。これらの相談を「ふくし相談」、「地域福祉情報バンク」

として応じ、その中でも高い専門性が要求される相談については、医師・弁護士・臨床心理

士による「専門相談」につなぎ、総合相談窓口としてきめ細やかな相談対応を実践しました。 

   また、「総合相談支援システム」を運用し、相談内容のデータベース化を行うことで、相談

対応の効率的かつ効果的な実施と適切な情報管理、事務処理を行いました。 

   「地域福祉情報提供事業」に関しては、市民が主体的に情報を入手できるように「かわさ

き福祉情報サイトふくみみ」の管理・運営を行いました。 

 

 (2) 「社会福祉研修センター事業」については、地域福祉活動の核となるコーディネーターを養

成する「地域福祉コーディネート技術研修」を実施しました。コーディネーターの役割が期

待される行政、社会福祉施設や団体、地域包括支援センター、社会福祉協議会等の福祉事業

従事者の専門職を対象に、ソーシャルワークの基礎と応用、社会資源の再発見、地域課題の

分析そしてコーディネーターに必要な知識・技術に関するテーマを設定して実施しました。 

   福祉施設・団体職員の資質向上を目的とする「社会福祉施設等職員研修」は、新任職員、

中堅職員及び管理職を対象に、階層別研修を実施したほか、スーパービジョンやクレーム・

苦情対応をテーマとしたテーマ別研修を実施しました。 

   その他、地域福祉活動への参加を促進する「地域福祉関係研修」においては、市民やボラ

ンティア活動をしている方等を対象に、発達障害についての正しい理解、幼児安全法に関す

る研修、コミュニケーション技術研修のほか、ゲートキーパー講座、ストレスマネジメント

講座を開催しました。 

 

 (3)「施設・設備の利用提供事業」については、ホール・各会議室・和室を適正・円滑に利用し

ていただけるように、総合福祉センター条例及び施行規則等に基づき公平な利用提供を行う

とともに、状況に応じて柔軟な管理運営を心がけました。また、利用者にとって使いやすい

施設となるように、利用者の要望の把握と改善に努め、施設の利用の促進に努めました。 
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   また、センターの安全性と快適性を高めるため、経年により故障や劣化した設備等の修繕

を実施しました。 

   これら三つの指定管理事業の令和元年度における取組み結果について、以下ご報告いたし

ます。 

 

 

２ 管理業務の実施状況 

 

（１）地域福祉情報バンク事業について 

 ア 地域福祉情報提供サイトシステム（かわさき福祉情報サイト「ふくみみ」）の管理・運営事

業 

   市民が主体的に福祉サービスを選択できるようにすることを目的として、福祉サービス情

報を一元管理し、インターネットによる市民への情報発信システムの管理・運営を行いまし

た。 

令和元年度においては、新たに新着図書コーナーを設置し、情報バンク通信掲載の新

着図書などが分かりやすく一箇所にまとまったことで、多くの来所者の方にご利用いた

だきました。また、「団体登録」、「講師登録」の方法を見直し、グーグルフォームから

申込できるよう工夫をしました。 

 

 イ 情報発信事業 

  ①情報バンク通信発行 

    地域福祉情報バンクの存在と機能を広く広報・ＰＲするため、地域福祉情報バンク通信

を年４回発行しました。 

    2019年春号、2019年夏号、2019年秋号、2020年冬号（発行部数各号 6,000部/合計 24,000

部） 

    送付先：地域包括支援センター、障害者相談支援センター、市民館、図書館、保健福祉セ

ンター、ボランティア団体、各区社協、小学校、中学校、高校等(約 2,116 か所

6,000部×4回の 24,000部送付) 

  ②ふくみみ Facebookページの運営 

    ふくみみ Facebook にて、ふくみみに掲載している研修・イベント情報や、助成金情報、

地域福祉情報バンクの図書・DVD情報等を発信し、利用の促進を図りました。 

  ③市社協ウェブサイトの管理 

    ウェブサイトの新着情報や災害関連最新情報について、迅速な情報配信を実現するため

に関係機関と連携して更新作業を随時行いました。また、ページレイアウトや記事の見直

し、リンクの再配置等についても適時行いウェブサイトの利便性の向上に努めました。 

 

 ウ 地域福祉情報データベース管理事業 

①ボランティア・市民活動団体実態調査事業 
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    かわさき福祉情報サイト「ふくみみ」に掲載するボランティア・市民活動団体の確認作

業を行い、データベースの更新を実施しました。 

  ②地域福祉情報データベースの管理 

    川崎市内で活動する福祉に関する団体、福祉サービス、講師情報、福祉に関する図書等

のデータベースの登録・更新作業を行い、市民にとって利用しやすいウェブサイトを目指

し管理運営を行いました。また、登録団体から依頼されるイベントや各種研修等の情報、

川崎市や厚生労働省などの最新ニュースを随時更新しました。 

 

 エ 地域福祉情報広報活動事業 

① かわさき福祉情報サイト「ふくみみ」に関する広報活動 

   ・「ふくみみ」チラシ：各種イベントや研修等を中心に 1,543枚を配布。 

   ・「ふくみみ」ポスター掲示：市広報掲示板（4/1～4/17）中原区・高津区・麻生区にて掲

示 計 230 か所、（12/2～12/17）川崎区・幸区・宮前区・多摩区（多摩地区）にて掲示 

計 295か所 

   ・「ふくみみ」広報物設置：川崎駅アゼリア地下街広報スペース（3/6～3/19） 

  ②総合相談事業における広報活動 

   ・「専門相談のご案内」チラシを配布。 

    送付先：地域包括支援センター、障害者相談支援センター、市民館、図書館、保健福祉

センター、各区社協、老人福祉センター、いこいの家等（チラシ 370か所 4,000部×4

回の 16,000部送付） 

   ・地域福祉情報バンクミニチラシの作成・設置（150 枚作成し、総合福祉センター各階に

設置） 

③その他の広報活動 

   ・図書パンフレットの配布：新規利用者や来所者等に図書等の貸出についてパンレットを

渡してわかりやすく説明を行い利用の促進を図りました。 

・本会の研修部門（福祉人材バンク、人材開発研修センター）と連携し、川崎市総合福祉

センターを会場に実施される研修にて、地域福祉情報バンクのＰＲや研修開催主旨に合

わせた図書・DVD 等の情報提供を行い、新規登録者の獲得と貸出の増加につなげました。

（「図書パンフレット」・「地域福祉情報バンク通信」・「ふくみみパンフレット」・「専門相

談のご案内チラシ」を 1,543部配布） 

・ボランティア交流室利用団体を対象に、「図書パンフレット（81部）」、「地域福祉情報バ

ンク通信（各号×４回の 703部）」を配布し、新規登録者の獲得と貸出の増加につなげま

した。 

・ボランティア活動振興センター入口におすすめ図書コーナーを設置し、来館者への情報

提供を行いました。 

 

 

 オ 情報提供事業 
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  ①図書資料、ＤＶＤ等の閲覧・貸出サービスの実施 

    社会福祉・保健及び関連分野の図書資料等を収集し貸出を行いました。 

   ・図書資料所有数：図書 4,928冊／ＤＶＤ・ビデオ 502本 

   ・新規登録者数： 91名 

   ・図書貸出・閲覧者数： 1,018名 

   ・利用者数： 501名 

   ・貸出件数： 950件（図書 780件／ＤＶＤ・ビデオ 170件） 

   ・コピー機（一般利用）： 110人 

  ②情報提供検索用パソコンの利用サービスの実施 

    市民の方が気軽にインターネットを通じて、地域情報を検索・閲覧ができるようにパソ

コンを設置し、情報収集の支援を行いました。 

   ・利用者数： 14名 

 

 カ 総合相談事業 

  ①ふくし相談事業 

   ・相談件数：525件 

   ・相談員の資質向上（研修会への参加） 

  ②地域福祉情報バンクへの相談 

   ・相談件数：322件 

  ③専門相談 

   ・専門相談員：3名（弁護士・臨床心理士・医師／各月 2回） 

   ・相談件数：79件 

  ④総合相談支援システムの運用 

   ・総合相談支援システムの運用により、過去の相談対応における問題解決等のノウハウを

蓄積し、相談対応の効率的かつ効果的な実施と適切な情報管理、事務処理を行いました。 

   ・「社会福祉研修センター事業（川崎市福祉人材バンク）」と連携し、「地域福祉関係研修（ス

トレスマネジメント講座）」として総合相談システムに蓄積した事例を活用した研修を実

施しました。 

   ・ボランティア活動振興センター事業として、電話相談に焦点をあてた相談業務実務者対

応技術向上を目的とした、「電話相談実務者研修」を実施しました。 

 

（２）社会福祉研修センター事業について 

  地域福祉のコーディネート的役割を担う人材養成を目的とした「地域福祉コーディネーター

研修」は、「コミュニティソーシャルワーク研修」、「地域福祉活動を進めるための広報技術研修」、

「社会資源の発見・発掘・活用のための福祉マップ作り｣、｢個別事例による地域診断と地域課

題の解決手法｣を実施しました。 

  また、社会福祉施設・団体等の職員を対象とする「社会福祉施設等職員研修」は、階層別研

修として｢新任職員研修｣(ビジネスマナー等：２コース)、「中堅職員研修」(コミュニケーショ
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ン技術等：２コース)と「管理者向け研修」を開催するとともに、テーマ別研修としてスーパー

ビジョン研修、「クレーム・苦情対応研修」を実施しました。 

  市民・ボランティアを対象とした地域福祉活動への理解と促進を目的とする｢地域福祉関係研

修｣は、当事者への支援に繋げるための研修として、「発達障害について」（２コース）、｢アサー

ティブ研修｣(１コース)、「ゲートキーパー講座」（２コース）、子育て支援活動等を促進するた

めの｢幼児安全法支援員養成講習会｣(１コース)、地域福祉情報バンク事業と連携して総

合相談システムに蓄積した事例を活用し「ストレスマネジメント講座」（１コース）を

実施しました。 

  研修内容等の企画・実施にあたっては、川崎市高齢社会福祉総合センター(人材開発研修セン

ター)と情報交換を行うとともに、ニーズ分析をおこない検討を重ね、より市民の方へ効果的な

研修を実施することに努めました。 

 

（３）施設・設備の利用提供事業（貸し館事業）について 

総合福祉センター条例及び施行規則等に基づき、適正な施設・設備の利用提供事業の実施に

努めました。 

その結果、利用状況は楽屋を除く施設全体（ホール、大会議室、第１・２・３会議室、和室）

で、年間６，１４５件（利用区分）の貸出可能件数のうち３，９４０件の利用があり、稼働率

は６４．１％でした。 

（利用状況は、別紙資料「利用状況一覧表」を参照） 

 

（４）ニーズ把握方法と運営方針への反映及び地域との連携について 

1 階センターの受付窓口、エレベーター横と 7 階ロビーに設置している「意見箱」やセンタ

ーホームページの「意見募集欄」などで、利用者の意見・要望の把握に努めました。 

施設の管理に関する内容について、現場段階で改善できる内容は、センター内部の委託業務

等を担う責任者による「責任者会議」（センター職員、空調・機械・電気・受付業務責任者、清

掃業務責任者、ホール舞台運営業務責任者、警備業務責任者、レストラン店長による定例の連

絡調整会議）等で解決策を検討し、迅速に対応しました。 

また、重要な案件や大きな問題については、本会内部で組織的に検討を行うとともに、川崎

市所管課とも協議しながら、対応・改善に努めました。 

地域との連携・交流等については、川崎市立今井小学校「地域読本」の作成に協力するとと

もに「音楽のまち・かわさき」推進協議会インターネット放送「ミュートンチャンネル」での

撮影・動画配信に協力しました。 

 

（５）事業の周知方法について 

 センターのホームページで事業を広報するとともに、リーフレット（センター

概要案内）、社会福祉研修センター事業の各種研修募集案内（チラシ）、地域福祉情

報バンクの案内（ボランティア活動振興センターの事業案内リーフレット）、施設・

設備の利用提供事業の案内（貸し館事業のパンフレット）を、要望のあった区社会
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福祉協議会、区役所、公共施設、関係機関・団体などに配布して、センターの概要

並びに事業の周知に努めました。 

 

 

（６）施設及び設備の維持・管理について 

 専門性を必要とする業務については、適性かつ効率的な管理運営が行えるように、専門業者

に委託して維持・管理を行いました。 

また、センターの安全性と快適性を高めるために、経年劣化した設備の修繕及び故障・破損

した設備の修繕を実施しました。（冷温水管二方弁補修工事他、金額 7,150,592円） 

 

（７）管理経費の縮減に対する取り組みについて 

  外部委託した主な専門業務については、経費の節減と業務の質の向上を目的として、平成３

０度から令和２年度に亘る３年間の複数年契約としています。 

  修繕については、軽微なものでセンターのスタッフにより修理可能なものは、経費を節約す

るため極力自営で行うとともに、外部業者に修理を依頼する場合には、実績のある業者を選定

し見積りを依頼して発注するなど、経費の縮減に努めました。 

 

（８）個人情報の取り扱いについて 

  「川崎市個人情報保護条例」、「川崎市社会福祉協議会個人情報保護規程」及び「川崎市社会

福祉協議会職員倫理綱領」に基づき、個人情報を適性かつ安全に取り扱い、適切な管理に努め

ました。 

  個人情報が記載されている書類等の取り扱いについては、決められた保管場所に保管するな

ど適正に管理し、不要になった場合は、シュレッダー等を使用して復元できない形にするなど

して適切に処分しました。 

 

（９）安全管理への取り組みについて 

  ①事故防止への取り組みと事故発生時の連絡報告体制 

危険や異常を早期に察知できるように警備員及びセンター職員による館内巡回を行うと

ともに、事故等の危険が予測される箇所については、改善、又は表示を貼付けるなどして

注意喚起を促すなど、事件・事故の予防に努めました。 

緊急連絡体制については、委託業務の責任者等を含めた有人・無人時における連絡体制

を整え、連絡網を作成して関係者に配付し、周知を図りました。 

また、センター内の従事者及び市社協職員を対象に消防避難訓練を２回実施し、通報・

避難誘導、緊急連絡・伝達、防火扉・消防設備（消火栓・消火器）操作等の訓練を行いま

した。 

  ②発生した事故等の内容、件数、対応状況 

事故・急病・怪我については、発見・確認次第、迅速な対応に努めました。 
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（１０）利用者からの意見･要望等への対応について 

1 階センターの受付窓口、１階エレベーター横、７階ロビーに設置している「意見箱」や

センターホームページの「意見募集欄」などで、利用者の意見・要望の把握に努めるととも

に、苦情受付の対応と体制を明示して苦情の解決に努めました。 

意見箱に投函された「意見用紙」及び苦情受付の「苦情申出書」等により、次のとおりご

意見等をいただきました。 

 

（意見等） 

 日   付 意見要旨 回 答（対 応） 

１ 令和元年６月 21日 駐輪場が空いているのに満

車といって利用を断ってい

た。 

 

駐輪場は空いていなかった。空いて

いたのは駐車場であった。 

２ 令和元年 6月 21日 誰もいないところの照明と

空調が稼働していた。 

非常灯の設置義務や照度基準の確

保が必要であり、廊下やロビー等の空

調は設備上区域ごとの温度管理に限

界がある。改修には経費の面で難し

い。 

 

３ 令和元年７月 26日  化学物質過敏症のためトイ

レの消臭剤により体調を崩し

た。 

 

 一般の利用者向けのホールと７階

のトイレの消臭剤を撤去した。職員用

のトイレは従来どおり。 

４ 令和元年 7月 26日  車椅子で舞台に上がれるよ

うに昇降機が必要である。 

 設置スペースと費用から改修に至

っていない。必応な場合には舞台担当

者による支援を行う。 

５ 令和元年 10月 6日  飲み物が高額なので値下げ

してほしい。 

 現状どおり。 

６ 令和 2年 2月 19日  １階のトイレが和式なので

子供が嫌がる。 

 現状どおり。改修には経費の面で難

しい。 

７ 令和 2年 2月 29日  ７階は飲食禁止となってい

るが守られていない。 

 飲食禁止の注意喚起を行う。警備担

当が１時間ごとに巡回を実施してい

る。 

 



３　収支状況

（収入） （単位：円）

決算額 摘　　　　要

　収　入 193,042,298

施設利用料金 36,701,950 施設・設備の利用提供事業利用料

指定管理料 154,441,226

実費負担収入 331,500 研修センター事業参加費等

その他 1,567,622 清涼飲料水自動販売機設置手数料等

（支出） （単位：円）

決算額 摘　　　　要

199,361,266

人件費 32,889,277 報酬・手当・法定福利費等

事務費 155,600,634 業務委託料・光熱水費・修繕費等

　事務消耗品費 2,043,937 センター管理業務消耗品,保健衛生品購入※器具備品費含む

　水道光熱費 31,905,122 センター水道・電気・ガス料金

　修繕費 7,150,592 中央階段壁紙補修工事他（指定管理修繕分）

　業務委託料 103,838,052 センター管理業務・保守点検業務等委託料

　その他経費 10,662,931 人事管理費・賃借料他

事業費 8,137,155 情報バンク事業・研修センター事業に係る経費

　報償費 2,759,000 研修センター事業研修講師謝金・情報バンク専門員報酬

　通信運搬費 1,535,913 情報バンク事業回線使用料、研修センター事業切手代等

　委託料 2,187,435 情報バンク事業情報提供サイト保守・研修センター事業参加者保育料等

　その他経費 1,654,807 印刷製本費他

消費税 2,734,200

※ 利用者に良質な事業内容を安定的・継続的に提供するため、健全な経営基盤の確立に努めました。

川崎市総合福祉センター収支状況　（令和元年度）

科目

科目

　支　出
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４ まとめ 

 

 平成３１・令和元年度は、各事業計画に沿って事業の一層の充実と利用しやすい施設の管理運

営を目指して、「地域福祉情報バンク事業」、「社会福祉研修センター事業」、「施設・設備の利用提

供事業」を着実に実施してまいりました。 

 まず「地域福祉情報バンク事業」につきましては、「情報収集・提供事業」として「かわさき福

祉情報サイトふくみみ」の情報を随時更新するとともに、グーグルフォームを活用するなど、掲

載内容の充実と利便性の向上を図りました。また、社協内の研修部門との連携やポスター等の掲

示などにより広報の機会を増やす事で事業の利用促進につなげました。 

 「総合相談事業」では、寄せられた相談に対して「ふくし相談」「専門相談」の窓口の運用によ

って、きめ細やかな市民対応を行いました。 

 今後も福祉情報の発信の強化と相談事業の充実に努めてまいります。 

 「社会福祉研修センター事業」につきましては、これまでの研修の実績や受講者アンケートな

どで把握した研修ニーズを踏まえ、より有意義な研修となるように努めてまいります。市民や福

祉職員が地域の福祉課題を把握し、解決に向けて取組むことができるよう、引き続き効果的な研

修を実施し、福祉関係者の資質及び技術の向上に努めてまいります。 

 「施設・設備の利用提供事業」につきましては、引き続き利用者ニーズの把握に努め、施設利

用者の利便性を高めるとともに施設・設備の老朽化や故障に対応するための修繕を実施しました。 

 川崎市が行った総合福祉センター大規模修繕計画の検討作業について、指定管理者の立場で参

画し協力してまいりました。引き続き老朽化した施設への対応を川崎市と検討してまいります。 

 また、利用者が利用しやすいセンターとなるように、ホールにプロジェクターを常設するとと

もに３階ホールのトイレの段差解消等を行い利用者の利便性向上を図るとともに、館内照明は段

階的に LED化を進め、コスト削減や効率性を意識した経営にも努めてきました。 

 今後も引き続き、常に工夫や改善に取り組み、多様な市民活動の場を提供しサポートしてまい

ります。 

 さて、川崎市社会福祉協議会は、これまでの業務実績を踏まえセンターの第３期指定管理者（平

成２８年度から５年間）として応募いたしましたところ、川崎市から指定管理者としてご指定を

いただき、令和元年度はその４年度目となりました。 

 本会は、地域住民、生活者の視点から地域福祉を推進する民間の活動・行動計画として策定し

た「第４期地域福祉活動推進計画」及び、経営面においては、ガバナンスの強化、財務規律の透

明性及び公平性を維持しつつ、効果性と効率性を重視し、成果を基本とする経営を行うため、安

定的な経営基盤の確立と、あるべき将来像の構築を目指した「組織経営計画」に基づき、地域福

祉の中心的推進役を果たしてまいります。 

 今後も引き続き、今までの豊富な業務経験を活かし、従来にも増して指定管理事業を一層充実・

発展させ、地域福祉の増進に貢献してまいります。 
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５ 資料 

 

（１）地域福祉情報バンク事業資料・・・・資料１ 

 

（２）社会福祉研修センター事業資料・・・資料２ 

 

（３）施設・設備の利用提供事業資料・・・資料３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－10－ 
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平成３１・令和元年度 地域福祉情報バンク 総合相談事業統計 

 

１.開設日数：244日  相談件数：847件  延べ相談時間：111時間 9分 

 

２.相談件数の内訳（専門相談除く） 

 

 

 

 

 

 

３.相談者の内訳（専門相談除く） 

 

 

 

 

 

 

４.相談経路別所要時間（専門相談除く） 

①電話（平均通話時間：8分） 

 

 

 

 

 

②来所（平均面談時間：11分） 

 

 

 

 

 

③その他 

 

 

 

 

 

 

合計
5分以

内

～10

分

～20

分

～30

分

～40

分

～50

分

～60

分

～90

分

～120

分

121分

～

ふくし相談 56 37 6 7 1 0 2 1 2 0 0

情報バンク 48 23 9 9 4 2 0 0 1 0 0

合計 104 60 15 16 5 2 2 1 3 0 0

591分

520分

1,111分

時間計

資料（１） 

合計
5分以

内

～10

分

～20

分

～30

分

～40

分

～50

分

～60

分

～90

分

～120

分

121分

～

ふくし相談 459 273 85 57 20 9 6 5 3 0 1

情報バンク 241 199 36 2 0 1 0 0 1 0 2

合計 700 472 121 59 20 10 6 5 4 0 3

時間計

4,103分

1,455分

5,558分

訪問 FAX 手紙 e-mail その他

ふくし相談 0 1 1 1 7

情報バンク 0 4 0 27 2

合計 0 5 1 28 9

10

33

43

件数

電話 来所 その他 初回 継続

ふくし相談 525 459 56 10 189 336

情報バンク 322 241 48 33 184 138

合計 847 700 104 43 373 474

相談延

件数

経路別 経歴別

男 女 不詳 初回 継続 川崎区 幸区 中原区 高津区 宮前区 多摩区 麻生区 市外 不詳

ふくし相談 211 65 144 2 188 23 23 14 38 32 22 11 11 16 44

情報バンク 215 80 134 1 182 33 15 21 33 27 15 11 14 29 50

合計 426 145 278 3 370 56 38 35 71 59 37 22 25 45 94

居住区別相談実

人数

性別 経歴別
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５.相談事項別件数と処理状況（専門相談除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ

く

し

相

談

情

報

バ

ン

ク

川

崎

区

幸

区

中

原

区

高

津

区

宮

前

区

多

摩

区

麻

生

区

市

外

不

詳

解

決

再

来

専

門

相

談

関

係

機

関

傾

聴

人権・法律 63 7% 60 3 10 15 11 6 13 0 1 1 6 8 5 36 14 0

生計 13 2% 13 0 3 1 2 2 0 0 1 2 2 3 1 0 7 2

職業 27 3% 26 1 6 0 10 2 1 2 1 0 5 4 3 14 4 2

住宅 28 3% 28 0 5 0 4 7 2 9 0 0 1 6 4 13 4 1

家族 56 7% 56 0 3 3 16 12 3 7 6 3 3 9 4 36 5 2

健康・医療 14 2% 14 0 7 0 4 0 1 0 1 0 1 2 4 4 2 2

精神保健 51 6% 51 0 5 10 15 6 0 1 1 10 3 12 5 25 7 2

知的障害 73 9% 73 0 0 2 6 9 1 0 55 0 0 26 13 0 8 26

身体障害 19 2% 13 6 0 0 8 3 0 0 3 0 5 3 0 0 14 2

精神障害 53 6% 53 0 1 1 11 26 0 3 5 4 2 13 10 11 7 12

難病 1 0% 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

高齢者福祉 33 4% 21 12 2 0 2 8 4 0 2 5 10 12 1 4 10 6

介護保険制度 3 0% 2 1 0 0 0 0 0 0 1 0 2 2 0 0 0 1

児童・教育 2 0% 2 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 1 0

ボランティア 30 4% 12 18 4 0 7 2 0 0 1 2 14 14 9 0 5 2

地域情報 99 12% 34 65 12 15 12 11 8 8 1 5 27 50 19 0 22 8

情報バンク 193 23% 6 187 15 28 29 13 21 10 14 32 31 163 25 0 3 2

苦情 29 3% 29 0 17 0 0 0 3 1 1 0 7 7 1 0 11 10

その他 60 7% 31 29 9 2 10 15 1 0 1 4 18 34 10 7 8 1

合　計 847 100% 525 322 99 77 147 122 61 41 95 68 137 368 114 151 132 82

種別 区　別 処理状況

相

談

事

項

件

数
％
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６.専門相談 

 

 

相談件数 79 

 

相談方法 ※2 
来所 電話 職員による相談 

79 0 0 

 

相談内容内訳 
遺
産
相
続 

消
費
者
被
害 

権
利
擁
護 

労
働
問
題 

医
療
過
誤 

事
件
・
事
故 

借
金 

離
婚
・
家
族 

住
宅
問
題 

病
院
・
施
設 

S
V

・ｺﾝｻ
ﾙ 

そ
の
他 

合計 

弁護士 7 1 1 1 0 0 5 2 10 0 0 2 29 

 

相談内容内訳 

病
院
・
施
設 

家
族
関
係 

対
人
関
係 

統
合
失
調
症 

気
分
障
害 

依
存
症 

ひ
き
こ
も
り 

認
知
症 

性
格
・
心 

S
V

・ｺﾝｻ
ﾙ 

多
問
題 

そ
の
他 

合計 

医師 

（精神科） 
1 4 1 2 5 0 0 4 0 0 0 1 18 

 

相談内容内訳 

病
院
・
施
設 

家
族
関
係 

対
人
関
係 

統
合
失
調
症 

気
分
障
害 

依
存
症 

ひ
き
こ
も
り 

認
知
症 

性
格
・
心 

S
V

・ｺﾝｻ
ﾙ 

多
問
題 

そ
の
他 

合計 

学識経験者 

（臨床心理士） 
0 17 6 1 1 0 0 0 7 0 0 0 32 

 

※1 弁護士・医師（精神科）・学識経験者（臨床心理士）はそれぞれ月 2回の相談日を設定しています。 

※2 職員による相談件数は、相談員のスーパービジョン・コンサルテーションも含まれています。 

 

 

 

 

 

  

相談開設日数 ※1 70 



 平成元年度 川崎市総合福祉センター社会福祉研修センター事業 

①地域福祉コーディネート技術研修   

実施日 内容 会場 受講者数 

6月 6日・ 

  13日 

 

コミュニティソーシャルワーク研修 基礎編 

講師 特定非営利活動法人 

 日本地域福祉研究所 

 副理事長 小野 敏明 氏 

川崎市総合福祉

センター 

27       

名 

10月 17日 コミュニティソーシャルワーク研修 実践編 

講師 ・特定非営利活動法人 

日本地域福祉研究所 

副理事長 小野 敏明 氏 

・大正大学 人間学部社会福祉学科 

教授 神山 裕美 氏 

・浦和大学 総合福祉学部 

講師 大島 隆代 氏 

川崎市総合福祉

センター 

24名 

8月 5日 「行列のできる講座の極意」 

地域福祉活動を進めるための広報技術（効果的な

案内・チラシ等の広報物作成の技術）について 

講師 ＮＰＯ扉 

   指田 祐美 氏 

川崎市総合福祉

センター 

25名 

11月 28日 社会資源、地域資源の活用の仕方について 

～支え合いマップを作ろう～ 

講師 住民流福祉総合研究所 

   所長 木原  孝久 氏 

川崎市総合福祉

センター 

17名 

2月 19日 【見え検®式】 

マインドマップ®を使った地域診断 in 

かわさき～個別事例から地域課題の分析～ 

講師 株式会社メディコラボ研究所 

代表取締役 八森 淳 氏 

大友 路子 氏 

川崎市総合福祉

センター 

20名 

 

②社会福祉施設等職員研修 

実施日 内容 会場 受講者数 

4月 18日・ 

19日 

新任職員研修 

「新任職員のための社会人のイロハ」 

（市内の社会福祉施設及び団体職員・経験年数 

２年以内相当） 

講師 株式会社 日本医業総研 

課長 石川 恵 氏 

川崎市総合福祉

センター 

29名 

4月 23日・ 

24日 

21名 

5月 16日 管理者向け研修「働きやすい職場をつくる！ 

～管理者の役割とマネジメント方法～」 

（市内の社会福祉施設及び団体管理者） 

講師 株式会社ミライバ 

真部 礼氏 

川崎市総合福祉

センター 

32名 

資料（２） 



8月 1日 テーマ別研修 

「クレーム苦情対応研修」 

（市内の社会福祉施設及び団体職員） 

講師 株式会社 インソース 

大塚 友子氏 

川崎市総合福祉

センター 

32名 

8月 21日・ 

22日 

中堅職員研修「グループリーダーに求められる 

コミュニケーション技術」 

（市内の社会福祉施設及び団体職員・ 

経験年数５年以上相当） 

講師 株式会社ピュアテラックス 

代表取締役 渥美 崇史氏 

川崎市総合福祉

センター 

10名 

9月 3日・ 

4日 

25名 

3月 10日 テーマ別研修 

「これで解決！？現場で使えるスーパービジ 

ョン ～より良いセンパイになるために～」 

（市内の社会福祉施設及び団体職員・ 

経験年数５年以上相当） 

講師 山梨県立大学人間福祉学部 

福祉コミュニティ学科 

准教授 山中 達也 氏 

川崎市総合福祉

センター 

0名 

（中止） 

 

③その他地域福祉関係研修 

実施日 内容 会場 受講者数 

6月 20日 

 

福祉活動に活かす 

アサーティブコミュニケーション講座 

講師 特定非営利活動法人 

アサーティブジャパン 

森田 栄子 氏 

川崎市総合福祉

センター 

23名 

7月 

17～19日 

幼児安全法支援員養成講習会 

講師 日本赤十字社 派遣指導員 

      菅野 絹江 氏 田中 容子 氏 

川崎市総合福祉

センター 

14名 

9月 20日 

 

発達障害について～正しい理解と支援の為に～ 

講師 川崎市発達相談支援センター 

   所長  阿佐野 智昭 氏 

   当事者 陶山 智子 氏 

川崎市総合福祉

センター 

29名 

 

10月 9日 26名 

11月 6日 

 

ストレスマネジメント講座 

講師 田園調布学園大学名誉教授 

   臨床心理士 荒木 乳根子氏 

川崎市総合福祉

センター 

32名 

 

12月 10日 こころのサポーター ゲートキーパー講座          

講師 メンタルケア協議会 西村 由紀氏 

   川崎市精神保健福祉センター職員 

川崎市総合福祉

センター 

25名 

1月 23日 アルコール依存症の基礎知識 

講師 久里浜医療センター 瀧村 剛 氏  

川崎市精神保健福祉センター職員 

川崎市総合福祉

センター 

29名 

 



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
件　数 67 55 56 74 72 70 60 68 66 57 69 9 723
人　数 29,740 19,461 19,283 32,982 25,107 24,587 24,171 29,009 20,928 27,697 28,387 4,010 285,362

稼動率％ 85.9 80.9 69.1 82.2 86.7 82.4 66.7 78.2 82.5 73.1 85.2 10.3  ( 723 / 988 )
件　数 37 43 30 43 54 38 32 48 46 28 52 0 451
人　数 1,040 1,230 900 1,110 1,370 2,400 900 1,350 1,250 840 1,470 0 13,860

稼動率％ 42.5 47.8 35.7 48.3 65.1 43.7 35.6 55.2 57.5 35.9 64.2 0.0  ( 451 / 1,026 )
件　数 46 50 37 56 63 52 44 59 53 40 60 6 566
人　数 800 990 640 1,000 1,080 780 820 1,140 980 930 1,060 60 10,280

稼動率％ 52.9 55.6 44.0 62.2 75.0 59.8 48.9 67.8 66.3 51.3 74.1 6.7  ( 566 / 1,028 )
件　数 37 52 41 60 66 56 46 59 58 39 59 0 573
人　数 700 1,000 720 1,040 1,200 900 860 1,080 1,044 780 1,040 0 10,364

稼動率％ 42.5 57.8 48.8 66.7 78.6 64.4 51.1 67.8 72.5 50.0 72.8 0.0  ( 573 / 1,028 )
件　数 45 47 64 50 48 57 69 76 71 66 63 8 664
人　数 3,381 3,391 7,311 4,857 4,541 4,723 7,523 7,160 6,510 7,917 7,979 404 65,697

稼動率％ 51.7 52.2 73.6 69.4 55.8 67.9 76.7 87.4 88.8 81.5 75.0 9.0  ( 664 / 1,017 )
件　数 52 57 64 66 54 66 58 68 63 59 57 30 694
人　数 391 351 481 503 404 454 440 547 434 471 419 165 5,060

稼動率％ 59.8 63.3 73.6 73.3 62.8 75.9 64.4 78.2 78.8 72.8 67.9 33.7  ( 694 / 1,038 )
件　数 68 61 74 68 61 65 63 71 59 66 57 33 746
人　数 459 368 509 480 483 414 461 530 324 522 358 182 5,090

稼動率％ 78.2 67.8 85.1 75.6 70.9 74.7 70.0 81.6 73.8 81.5 67.9 37.1  ( 746 / 1,038 )
件　数 48 52 58 56 53 51 56 73 51 55 52 17 622
人　数 1,852 2,280 2,608 2,375 2,693 2,269 2,696 3,492 1,988 3,001 2,418 484 28,156

稼動率％ 55.8 58.4 67.4 62.9 61.6 59.3 62.9 84.9 64.6 68.8 62.7 19.1  ( 622 / 1,028 )
件　数 42 46 46 40 36 48 41 54 42 36 44 16 491
人　数 413 501 497 365 150 452 414 611 362 432 533 173 4,903

稼動率％ 50.0 51.1 52.9 44.4 41.9 55.2 45.6 62.1 52.5 44.4 52.4 17.8  ( 491 / 1,036 )

〈楽屋を除く施設の利用状況 （ ホール、大会議室、第１・２・３会議室、和室）〉

件　数 322 318 362 354 324 357 347 410 352 339 342 113 3,940

人　数 36,236 26,352 30,689 41,562 33,378 32,899 35,705 41,349 30,546 40,040 40,094 5,418 394,268

稼動率％ 63.3 61.5 70.3 67.9 63.2 69.2 64.4 78.7 73.5 70.3 68.4 21.2 ( 3,940 / 6,145 )

楽屋を除く利用
可能区分数 509 517 515 521 513 516 539 521 479 482 500 533 6,145

※稼働率（％）は、件数（利用された区分数）を利用可能区分数で除した割合です。区分は午前・午後・夜間を各１区分とする。　人数は申込み時の申請利用人数です。

第3会議室
60.5%

和　室
47.4%

合　計
64.1%

第1会議室
66.9%

第2会議室
71.9%

第3楽屋
55.7%

大会議室
65.3%

第1楽屋
44.0%

第2楽屋
55.1%

　●令和元年度　川崎市総合福祉センター（エポックなかはら）　 施設・設備の利用提供事業　利用状況一覧表  　　　

施設　　　　　　　　　　　　月 平均稼働率

ホール
73.2%


